




第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 
 

 

１．共通事項 

行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 
計画地は住宅街で東側前面道路にバス停がある。最寄り駅までの通勤

通学経路である為、人通りは多いが落ち着いた雰囲気である。 
 

まち並みの連続性 
隣接している建物は2階建て、3階建ての住宅が中心で周辺には4階

建ての共同住宅や学校がある。 
 

周辺建物のデザイン 
外壁の色は白やベージュ系、茶系などが多く、落ち着いたデザイン

の建物が多い。 
 

眺 望 景 観 
祇園山ハイキングコースから見た周辺眺望は住宅・共同住宅・病

院・学校等が混在しておりその先に海が広がっている。 
 

景 観 資 源 敷地西側に滑川があり、遠景には山々の緑が望める。  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置  ◎ 道路から建物を後退させ、歩行者空間を確保した。  

形 態 意 匠 ◎ 
4階の道路に面する外壁をセットバックさせることで、街並みと

調和するボリュームとした。 
 

色 彩 ◎ 外部仕上げ材は落ち着きのある色彩とした。  

建 築 設 備 ◎ 道路から見えにくいよう、目隠しを設置した。  

外 構 緑 化 ◎ 道路沿いに植栽帯を設置した。  

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成     

擁 壁    

敷き際・緑化     

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
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